
 

  



【レースの傾向】 

２０１４年以降に京都で行われた過去６回の当レースは、 

上り最速の末脚を使った馬が４勝、上り２位の末脚を使った馬 

５頭が２着に好走しておりました。 

 

このような傾向は、改修工事後に行われた 

芝２０００ｍ内でも再現されている、と言うよりむしろ 

強化されている傾向となっております。 

↓↓↓ 

【上り１位～３位馬の１着シェア率：９０.３％】 

 

そこで、亀谷師のスマート出馬表における 

「上りパターン」の評価が「１５」の馬を馬券の中心に 

据えるのが良いのではないかと考えます。 

※「優位脚質」の欄に「Ａ評価」を付けた馬が該当馬です。 

 

 

その他の傾向としては・・・ 

 

１．当コースで勝利実績があった馬は京都開催過去６回で 

複勝率５８％ 複回率１８２％ 

（該当馬は「コース実績/生産者」欄に「〇印」を付けています） 

 



２．ノーザンファーム（ＮＦ）生産馬が圧倒的。 

【５・３・３・８/１９】  

勝率２６.９％ 単回率１８２％ 

複率５７.９％ 複回率１５０％ 

（該当馬は「コース実績/生産者」欄に「ＮＦ印」を付けています） 

 

【血統傾向】 

・トニービンの血を持つ馬（特にハーツクライ系） 

・父か母父が欧州型ノーザンダンサー系 

 

 

【予想見解】 

 

◎１３番サトノシュトラーセ（上りパターン１５） 

父：ジャスタウェイ（ハーツクライ系） 

母父：欧ダンチヒ系 

祖母父：ロミタス（独ニジンスキー系） 

祖母は独オークス３着馬。 

「ジャスタウェイ×ドイツ牝系」の配合馬に皐月２着のヴェロックス。 

 

当コース未勝利戦で、基準タイムを０秒４下回る好タイムをマークして 

２着馬を５馬身突き放す大楽勝を収めております。 

 



また、ジャスタウェイ産駒が当コースで上り３位以内の 

末脚を使えた場合には複勝率８０％・複回率３２６％と 

非常に回収期待値が高くなっております。 

 

レースの好走血統にも該当しており、 

人の面でも当コースのリーディング騎手×厩舎 

そして１人気になっていないなら、この馬から。 

 

 

〇５番シンエンペラー 

父：シユーニ（欧ヌレイエフ系） 

母父：ガリレオ（欧サドラーズ系） 

全兄にソットサス（仏ダービー・凱旋門） 

半姉２頭もＧ１活躍馬と言う優秀な家族の末っ子。 

 

高速馬場の東京１８００ｍ新馬戦で 

先行して上り２位（３３秒８）の末脚を使い圧勝。 

基準タイム－０秒５と時計も優秀でした。 

 

血統的には東京１８００ｍよりも、内回りの方が 

合っており、舞台替わりは歓迎材料となりそう。 

 

 



▲６番パワーホール 

父：スワーブリチャード（ハーツクライ系） 

母父：欧ダンチヒ系 

 

Ｇ３札幌２歳Ｓの２着馬で、血統傾向に該当。 

 

 

★１２番ディスペランツァ（上りパターン１５） 

父：ルーラーシップ（トニービン持ち） 

母父：メダグリアドーロ（米サドラーズ系） 

半兄に皐月３着のファントムシーフ（共同通信杯馬） 

 

母父にメダグリアドーロを持たせると 

成長力を犠牲にした早熟性を得る事が出来ます。 

 

早熟さがモノを言う「実質１勝クラス」的な 

若駒重賞では、常に警戒すべき血統と考えております。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複４頭ボックス 

６・１２・１３・１４ 



 

くまもん馬券 

馬連 ５－１３ 

ワイドフォーメーション５点 

１２・１３－５・６・１２・１３ 

３連複フォーメーション２５点 

１３－２・５・６・９・１２－印全頭 


